
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 314 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 論理・表現Ⅱ ２ 第 2 学年 
Be English Logic and 

Expression Ⅱ Clear 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・論理・表現Ⅰの授業は、「話すこと(やり取り、発表)」、「書くこと」という 2技能 3領域の力をつけ、

英語での発信力を身に着けることを目指す科目です。 

・「語彙」と「文法」を身に付け意味を伝える文を作り、発信に必要な発音や機能表現も学習しましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第 2学年】 

領
域 

話すこと 
（やり取り） 

話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・日常的な事柄や自分のこと、身の回り

のことについて、簡単なやりとりをす

ることができる。 

・身近なトピックや興味・関心のあるテ

ーマについて、前もって準備したうえ

で、会話に参加することができる。 

・身近なトピックについて、簡単な語

や表現を用いて意見交換をすることが

できる。・相手の話す内容を理解できな

い場合に、相手に応じて、聞き返した

り意味を確認したりすることができ

る。 

 

・身近な事柄や出来事について、簡単な語

句や文を用いて即興で話すことができ

る。 

・身近なトピックや興味・関心のあるテー

マについて、簡単な説明をすることがで

きる。 

・身近なトピックについて、理由ととも

に自分の意見を簡単に話すことができ

る。 

 

・自分が必要とする事柄について、簡

単な語句や表現を用いてメモやメッ

セージなどを書くことができる。 

・身近なトピックについて、簡単な語

句や表現や用いて、短い説明文を書

くことができる。 

・聞いたり読んだりした内容につい

て、簡単な語句や表現を用いて意見

や感想を書くことができる。 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

習得すべき知識や重要な概念などを理

解している。それらを既有の知識及び技

能と関連付けたり活用したりする中で、

概念などとして理解したり、技能を習得

したりしている。 

知識及び技能を活用して課題を解決す

るなどのために必要な思考力、判断力、

表現力などを身に付けている。 

知識及び技能を獲得したり、思考力、判

断力、表現力等を身に付けたりすること

に向けた粘り強い取り組みの中で、自ら

の学習を調整しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

１ 

Lesson１ 

Your 

Interests 

Lesson２ 

Your Daily 

Life 

Lesson３ 

Your School 

Life 

 

話すこと 

(やり取り) 

a: 自分自身のことや、今自分がしていることについて動詞の現在、過

去、完了、未来などを用いて、伝え合う技能を身につけている。 

b: 自分自身のことや、今自分がしていることについて筋道を立てて

詳しく伝えあうことができる。 

c: 自分自身のことや、今自分がしていることについて筋道を立てて

伝え合おうとしている。また、自分の発話を振り返り、改善点を見

出している。 

スピーキング 

テスト 

話すこと 

(発表) 

a: 関心があることについて、不定詞、動名詞、名詞節などを用いて話

す技能を身につけている。 

b: 関心があることについての情報を、筋道を立てて詳しく話すこと

ができる。 

c: 関心があることについての情報を、筋道を立てて詳しく話そうと

している。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出している。 

スピーキング 

テスト 

書くこと 

a: 学校生活について助動詞を用いて、書く技能を身につけている。 

b: 学校生活についての情報を、筋道を立てて詳しく書くことができ

る。 

c: 学校生活についての情報を、筋道を立てて詳しく書こうとしてい

るまた、自分の書いたものを振り返り、改善点を見出そうとしてい

る。 

定期考査 

中間考査 

Lesson４ 

Media 

Literacy 

Lesson５ 

Helping 

Others 

Lesson６ 

Introducing 

Your Town 

 

話すこと 

(やり取り) 

a: ソーシャルメディアとの関わり方について、形容詞、分詞の限定用

法、叙述用法などを用いて、伝え合う技能を身につけている。 

b: ソーシャルメディアとの関わり方について筋道を立てて詳しく伝

えあうことができる。 

c: ソーシャルメディアとの関わり方について筋道を立てて伝え合お

うとしている。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出してい

る。 

スピーキング 

テスト 

話すこと 

(発表) 

a: ボランティア活動について、分詞、不定詞の限定用法などを用いて

話す技能を身につけている。 

b: ボランティア活動についての情報を、筋道を立てて詳しく話すこ

とができる。 

c: ボランティア活動についての情報を筋道を立てて詳しく話そうと

している。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出している。 

スピーキング 

テスト 

書くこと 

a: 地域の魅力や観光スポットについて関係代名詞、関係福祉用いて、

書く技能を身につけている。 

b: 地域の魅力や観光スポットについての情報を、筋道を立てて詳し

く書くことができる。 

c: 地域の魅力や観光スポットについての情報を、筋道を立てて詳し

く書こうとしている。また、自分の書いたものを振り返り、改善点

を見出そうとしている。 

定期考査 

期末考査 

２ 

Lesson７ 

Languages 

of the World 

Lesson８ 

Imagining 

the Future 

Lesson９ 

Happiness 

and Stress 

 

話すこと 

(やり取り) 

a: 世界の言語について、否定の意味の副詞などを用いて、伝え合う技

能を身につけている。 

b: 世界の言語について筋道を立てて詳しく伝えあうことができる。 

c: 世界の言語について筋道を立てて伝え合おうとしている。また、自

分の発話を振り返り、改善点を見出している。 

スピーキング 

テスト 

話すこと 

(発表) 

a: 未来の生活について、不定詞の副詞用法、分詞などを用いて話す技

能を身につけている。 

b: 未来の生活についての情報を、筋道を立てて詳しく話すことがで

きる。 

c: 未来の生活についての情報を筋道を立てて詳しく話そうとしてい

る。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出している。 

スピーキング 

テスト 
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書くこと 

a: 幸福とストレスについて時・条件などを表す副詞節などを用いて、

書く技能を身につけている。 

b: 幸福とストレスについての情報を、筋道を立てて詳しく書くこと

ができる。 

c: 幸福とストレスについての情報を、筋道を立てて詳しく書こうと

しているまた、自分の書いたものを振り返り、改善点を見出そうと

している。 

定期考査 

中間考査 

Lesson10 

Comparing 

Countries 

Lesson11 

Cultural 

Diversity 

Lesson12 

Japanese 

Customs 

 

話すこと 

(やり取り) 

a: 世界のデータ分析について、原級、比較級、最上級を用いて、伝え

合う技能を身につけている。 

b: 世界のデータ分析について筋道を立てて詳しく伝えあうことがで

きる。 

c: 世界のデータ分析について筋道を立てて伝え合おうとしている。

また、自分の発話を振り返り、改善点を見出している。 

スピーキング 

テスト 

話すこと 

(発表) 

a: 多文化共生について、仮定法過去、仮定法過去完了を用いて話す技

能を身につけている。 

b: 多文化共生についての情報を、筋道を立てて詳しく話すことがで

きる。 

c: 多文化共生についての情報を筋道を立てて詳しく話そうとしてい

る。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出している。 

スピーキング 

テスト 

書くこと 

a: 日本の文化について時制の一致、話法を用いて、書く技能を身につ

けている。 

b: 日本の文化についての情報を、筋道を立てて詳しく書くことがで

きる。 

c: 日本の文化についての情報を、筋道を立てて詳しく書こうとして

いるまた、自分の書いたものを振り返り、改善点を見出そうとして

いる。 

定期考査 

期末考査 

３ 

Lesson13 

Population 

Issues 

Lesson14 

Rights and 

Equality 

Lesson15 

Think 

Globally, Act 

Locally 

話すこと 

(やり取り) 

a: 人口問題、少子化対策について、存在を表わす動詞、変化を表わす

動詞などを用いて、伝え合う技能を身につけている。 

b: 人口問題、少子化対策について筋道を立てて詳しく伝えあうこと

ができる。 

c: 人口問題、少子化対策について筋道を立てて伝え合おうとしてい

る。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出している。 

スピーキング 

テスト 

話すこと 

(発表) 

a: 人権問題について、使役動詞、知覚動詞を用いて話す技能を身につ

けている。 

b: 人権問題についての情報を、筋道を立てて詳しく話すことができ

る。 

c: 人権問題についての情報を筋道を立てて詳しく話そうとしてい

る。また、自分の発話を振り返り、改善点を見出している。 

スピーキング 

テスト 

書くこと 

a: SDGs について無生物主語など用いて、書く技能を身につけてい

る。 

b: SDGs についての情報を、筋道を立てて詳しく書くことができる。 

c: SDGs についての情報を、筋道を立てて詳しく書こうとしているま

た、自分の書いたものを振り返り、改善点を見出そうとしている。 

定期考査 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


